



A Developmental Study of the Child's Ability


































































































幼稚園 3．3 2．5 0．4 7．9 5．4 10．9 2．1 1．3 0．8 1．7 6．3 7．9 0．4 0．8 5．4 5．4 11．3 0．4 22．5 25．5 99．7（239）
1年生 37．4 14．4 8．8 4．8 2．7 12．6 0．3 0 1．1 0 0 5．1 0 1．3 0．3 0 1．9 0 2．2 9．4 100．1（374）
2年生 42．4 23．5 3．2 3．0 1．0 12．4 0 5．4 1．6 0 0 0．8 1．1 0 1．9 0．3 1．1 0 3．3 1．4 99．1（370）
3年生 48．0 12．1 2．7 8．6 2．7 19．0 0 1．3 1．3 0 0 1．1 0 0 0 0 1．3 0 1．3 1．9 100（373）
4年生 51．8 12．4 9．3 5．9 0 14．1 0 2．3 1．1 0 0 1．1 0 0．3 0 0 0．6 0．3 0．9 0．8 100（355）
5年生 70．0 12．6 3．0 1．5 0．9 6．5 0 0．9 3．3 0 0．3 0 0．3 0．3 0．3 0 0 0 0．3 0 99．9（337）







































































































































幼稚園 5 1．8 0 2．7 0．9 5 0 0 0 0 1．4 3．6 0．5 0．9 19．1 5．9 25 0 50．0 28．2 100（220）
1年生 40．3 16．9 8．1 0．6 0．3 8．1 0．6 1．4 0 0 0 2．5 0．3 0．3 3．1 0．8 3．3 0．6 7．8 13．1 100．3（360）
2年生 44．2 12．0 8．6 8．4 2．1 19．4 0 LO 1．3 0 0 0．5 0 0．3 0 0 0．5 0 0．5 1．6 99．9（382）
3年生 58．0 16．1 3．4 5．4 2．0 12．1 0 0．6 0．3 0 0 0 0．3 0．3 0．3 0．3 1．1 0 1．7 0 100．2（355）
4年生 63．1 14．5 7．6 2．7 0 6．9 0 L5 L2 0 0 0．3 0 0．3 1．5 0 0．3 0 L8 0 99．9（331）
5年生 71．2 10．7 3．7 1．5 1．5 5．8 0 0．9 1．5 0 0 0 0 0 2．5 0 0．6 0 3．1 0 99．9（326）
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表9　B群の学年相互間の有意差♂検定表
　　　　　　（第二次概念）




















































S 機能 構造 用途
成分
発生






不合 並列 小計 無答
計（実数）
幼稚園 1．4 1．9 0．5 2．9 0．5 2．4 0．5 0．5 0 0 0 LO 0 1．0 31．4 1．9 17．6 12．9 63．8 23．8 100．2（210）
1年生 44．8 23．5 10．1 2．2 0．3 11．7 0 0 0 0 0 0．5 0 0 1．6 0 3．8 1．1 6．5 0．3 99．9（366）
2年生 54．1 20．4 6．6 3．6 0 11．1 0 1．5 0 0 0 0．3 0．3 0 0．6 0 0．6 0．6 1．8 0．3 100（333）
3年生 60．0 12．8 2．8 4．5 1ユ 11．6 0 2．0 3．1 0 0 0．6 0 0 0．3 0．3 0．9 0 1．5 0 100　（352）
4年生 70．4 16．1 6．9 0．3 0 4．8 0 0．6 0．3 0 0 0 0 0 0．3 0 0．6 0 0．9 0 100．3（335）
5年生 81．6 10．0 5．3 0 0 1．9 0 0 0．3 0 0 0 0 0 0．3 0 0．6 0 0．9 0 100（320）






































































4 拳廓串 寧串象 　躰
V．54
5 串串零 拳廓串 ホ零串
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T．30
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　つぎに，刺激語数と学年との関係をみるために，第一次概念と第二次概念についてそれ
ぞれ分散分析を行った。その結果を表17，表19に示す。分散分析の結果いずれの下位カテ
ゴリーにおいても刺激語数間に有意差は認められず，学年間に有意な差が見られた。この
ため，表18，表20に示されるように，学年間の分析を行った結果，第一次概念的抽象にお
いては，幼稚園児と小学各学年問に，1年頃と3年以上の学年に，2年生と5，6年間に，
3年末6年間に有意な差がみられた。小学校1年生から刺激語数とは無関係に第一次概念
的抽象が可能であり，その発達段階は，幼稚園児を除けば，小学1年生と小学2，3，4
年生と小学5，6年生の三段階を経るとみてよいだろう。第二次概念的抽象においては，
幼稚園児と小学各学年間に有意差がみられた。
ユ09
言語的思考における抽象作用の発達的研究　一概念的抽象解答の分析一　（進野）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　要　　　　約
　幼稚園児64名，小学生606名の計670名について，概念的抽象作用の発達を，概念的抽象
の下位カテゴリーと刺激語数との関係から調べた結果，つぎのことが明らかにされた。
1．第一次概念的抽象・第二次概念的抽象・不完全概念による抽象は，幼稚園児を除い
　て，小学1年生から発達している。
2．第一次概念的抽象は年令の増加に伴い上昇するが，第二次概念的抽象は，年令の増加
　にともない下降する。
3．第一次概念的抽象は，幼稚園児を除くと，小学1年，小学2，3，4年，小学5年以
　上の三段階をたどることが示唆された。
4．刺激語数の増加は，4年生を除いて概念的抽象の下位カテゴリーに影響しない。
5．刺激語数が2語と5語の場合にみられた小学3年生よりも，小学2年生の方がまさつ
　ていた概念的抽象も，第一次概念的抽象についていえば，学年とともに上昇し，第二次
　的概念的抽象は学年とともに下降することが明らかにされた。
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